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［事案 2025-191］就業不能給付金支払請求  

・令和 8年 4月 14日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 約款上の就業不能状態に該当しないことを理由に、就業不能給付金が支払われなかったこと

を不服として、就業不能給付金の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 令和 7年 4月以降、就業不能状態にあるとして、令和 6年 7月に契約した組立型保険の就業

不能保障特約にもとづき就業不能給付金を請求したところ、約款に定める就業不能状態に該当

しないとして不支払いとなった。しかし、以下の理由により、就業不能給付金を支払ってほし

い。 

(1)医師の診断を受けて、在宅療養に該当する通院による治療を受けているものである。 

(2)募集時に、募集人に「在宅療養とは、交通事故等に遭いその後治療目的で物理療法を受け

た場合でも出ますか」と質問したところ、「30日以上であれば保険対象です。」と言われて、

本契約に加入した。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)申立人の在宅療養については、診断書にも在宅療養に該当しない旨が記載されており、在

宅療養算定期間も記載がなく、診療報酬点数表の在宅患者診療・指導料の算定も確認でき

ない。 

(2)募集時に募集人は、設計書を見せながら、就業不能保障特約の支払理由、入院・在宅療養

の要件を説明しており、また、具体的事例を前提とした支払可否は答えていない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、本件の経緯等を把握するた

め、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


